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５．経験（環境問題克服）に関する「持続可能な地域づくり」 

－環境問題を克服した経験を「ばね」に－ 

 

あなたの地域では過去に公害などの環境問題を克服した経験がありますか。 

現在の新たな環境問題への対応を考える上では、過去の経験が非常に役に立ってきます。 

ここでは、環境問題を克服した経験を元に、環境先進都市へと発展させる地域づくりについて

考えてみましょう。 

 
公害(大気汚染、水質汚濁、化学物質による公害問題)など環境問題を
克服した経験を持つ
自動車による窒素酸化物問題など今でも環境問題がある

環境問題の専門家登録をすすめましょう
・国際協力事業団を通じて環境専門家や環境カウンセラーなど環境の専

門家への登録を支援しましょう
環境都市として活動しましょう

・環境自治体など環境意識の高い自治体と交流を持ちましょう
　（参考事例：環境自治体会議）

環境問題を研究・普及しましょう
・アジア諸国への技術者派遣や研修生を受け入れたり、海外へ環境対策

技術者を派遣したり、国際協力を推進しましょう
　（参考事例：福岡県北九州市）

テーマを拡げましょう
・環境産業としてのリサイクル産業を推進しましょう
　（参考事例：福岡県北九州市）

環境負荷を低減するため、新エネルギー活用や省エネルギー活動を進
めることが考えられます（参考事例：熊本県水俣市）
リサイクル産業を誘致し、地域振興の中核として環境産業を位置づけ
ることが考えられます（参考事例：福岡県北九州市）
環境対策技術を海外に普及させるため、途上国の環境問題解決に協力
することが考えられます（参考事例：福岡県北九州市）

環境にやさしいことを宣言をしましょう
・環境問題克服から環境配慮の進んだ地域であることをアピールしま
しょう

環境問題克服経験を他地域や若い世代に伝えましょう
・環境問題克服の経験を他地域や若い世代に伝えていきましょう

環境への負荷を減らす取組をしましょう
・ゴミ排出量を少なくしましょう
・節水型のまちづくりをすすめましょう

環境問題の経験を把握しましょう
・資料を整理・理解し、環境問題克服の経験を把握しましょう
・地域関係者の環境への高い認識や、環境課題へ対応体制を活用しまし

ょう
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環境克服経験を広く伝えましょう

 
■参考事例 

○東京都板橋区（事例集⑯） 

自動車公害対策から低公害車の普及を進めています。 
 

○福岡県北九州市（事例集⑰） 

公害対策の経験から、リサイクルを産業まで進めるエコタウン事業に取り組むとともに、中

国などへの公害対策技術協力へ取組を進めています。 
 
○環境自治体会議（http://www.colgei.org/） 

    環境への意識の高い自治体の集まった会議です。 
 

○熊本県水俣市（http://www.meti.go.jp/topic/data/e10209dj.html） 
水俣病の経験を経て、平成４年に「環境モデル都市づくり」を宣言するなど環境意識の高い

水俣市は、２３種類に及ぶごみの分別収集による資源ごみ回収などの既存の取組と地域におけ

る環境関連産業の振興を有機的に結びつけ、市民・企業・行政が一体となった資源循環型のま

ちづくりを目指し、「水俣エコタウンプラン」を策定しました。 


